
第２章 律令国家の形成   

 １．飛鳥の朝廷               教科書 pp.34-37  資料集 pp.47-53 

＜東アジアの動向とヤマト政権の発展＞ 

・６ｃ 朝鮮半島…伽耶諸国が百済・新羅の支配下に 

 ＝ヤマト政権の影響力減少↓↓ ⇒①        失脚 

 ⇒６ｃ中ごろから ②        ｖｓ ③       

           仏教受容派        仏教反対派 

      589  ④         ｖｓ ⑤         

            ↑勝利 

     →592 ⑥       を暗殺し，⑦      を立て，権力を握る。 

     ⇒⑧      と協力して国家形成へ 

  603 ⑨        …個人の能力に応じて授与 資料集 p.47 

  604 ⑩        …役人の心得 

＝中央行政・地方を再編 

     〇⑪        （『隋書』倭国伝☆ﾜｰｸｼｰﾄ 6 史料 『日本書紀』） 

     …600，607 に送る →中国に隷属しない国書 

    ↑⑫        

      ⇒同行した人々が後に国家の中心に 

       ↑⑬      ・⑭      ・⑮     

     〇618 隋滅亡→唐へ 

      630～⑯       を送る。（初：⑰         ） 

＜飛鳥の朝廷と文化＞…ワークシート６もやろう！ 

 飛鳥…都化していき，⑱      が営まれるようになる。 

 ⑲        ･･･百済  や   高句麗，中国南北朝～西アジアともつながる。 

        （暦 by⑳    ）（紙・墨 by㉑     ） 

 ・権威…古墳→寺へ 

 ・㉒         ･･･大陸風（礎石・瓦） 

      ㉓         （こわめ）…㉔       ら 

      百済・中国南朝様式（やさしめ）

 

まとめ 

 物部守屋を倒して実権を握った（①      ）は，推古天皇を立て，（②      ）

と協力して国家形成を目指した、厩戸王は，（③                 ）を示し，

（④                         ）。また，遣隋使を派遣し，

（⑤                                       ）。

朝鮮半島や中国との交わりが深く，それに影響を受けた（⑥       ）が発達した。 

（約 150 字） ※④は 15 字程度，⑤は 10～25 字程度で考えよう！ 

〇 

・彫刻 


